環境保全対策功労者等表彰規定
１　目　　　　　的
　　産業活動を通じ環境保全に功労のあった者及び他の模範となる環境保全対策を講じている事業所（以下「功労者等」という）を表彰し、もって産業の発展及び生活環境の保全意識の向上に資することを目的とする。

２　表彰の対象
　　多年にわたり環境保全対策に尽力し、その功績が顕著と認められる次の功労者等とする。

　(1)　当協会役員及び技術専門委員

　(2)　当協会会員及び会員に属する個人

３　表彰の種別
　(1)　功労役員等表彰

　(2)　環境保全対策実務功労者表彰

　(3)　環境保全対策優良事業所表彰

　(4)　資源等有効利用モデル事業所表彰

４　表彰の方法
　毎年協会の通常総会の席上、表彰状及び記念品を授与して行う。

５　表彰の選考
　　推薦または申請のあった功労者等について、別に定める「環境保全対策功労者等表彰選考委員会」において選考、

　決定するものとする。

　　但し、選考過程において必要に応じ関係方面の意見を聴き決定するものとする。

６　選考の基準
　別に定める基準によるものとする。

７　追　　　　彰
　　表彰は故人に対しても行うことが出来る。この場合、表彰状及び記念品はその遺族に交付するものとする。

８　付　　　　則
　　この規定は平成　４年１１月　１日から適用する。

　　この規定は平成　５年１０月　１日から改正適用する。

　　この規定は平成　９年１１月　１日から改正適用する。

  　この規定は平成１２年　４月１４日から改正適用する。
環境保全対策功労者等選考基準
１　功労役員表彰
　(1)　役員または技術専門委員（以下「役員等」という）として１０年以上在籍し、協会発展に功績のあった者

　(2)　役員等として特に顕著な功績のあった者

２　環境保全対策実務功労者
　(1)　公害防止管理者もしくは統括責任者、及び公害防止実務担当者（以下「管理者等」という）として

　　　１５年以上公害の防止、産業廃棄物処理対策、その他必要な環境保全対策（以下「環境保全対策等」という）　　に従事し、功績のあった者。

　(2)　上記・の管理者等であって環境保全対策に従事し、特に顕著な功績のあった者。

３　環境保全対策優良事業所
　　　最近の５ヵ年以内（それ以前に重大な公害事故等を惹起した会員を除く）に環境保全のための諸法令等に違反することなくその責務を全うし、地域住民から信頼され、かつ地域社会に貢献している事業所。

４　資源等有効利用モデル事業所
　　上記・の要件を満たし、資源の有効利用、産廃の減量化等を積極的に推進し、成果をおさめている事業所

５　その他
　(1)　前記・及び・の申請にあたっては、それぞれ一会員一事業所とし、業界団体に所属する事業所にあっては、所属団体の「推薦書」を添付できるものとする。

　(2)　推薦または申請は、別記様式によるものとする。

